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ミ ッシ ョン に基 づ くコ ミュ ニ テ ィ ・
マ ネ ジメ ン トに関す る一考察
米 国 ワシン トン州 シア トルの事例 を中心 として
潜 道 文 子
1.は じ め に
米 国 ワシン トン州 シア トルに は,ボ ー イング,マ イクロ ソフ ト,ス ターバ
ックスな どの企業 が その本社 をおいてい る。 また,米 国の他 の地域 と同様 に,
種々 の非営利組織 が,教 育,ソ ーシ ャル ・サー ビス,芸 術 ・文化 な どの分野
で大 きな役割 を果 た してい る。 そ こで は企 業や非営利組織 の ような組織 ,そ
して そ こに住 む市民 や 自治体 が 自 らの ミッシ ョンに基づ いて コ ミュニテ ィの
ため に活 動 を行 ってい る実態 を見 る ことがで きる。
一 方,P.Fド ラ ツカー(Drucker,PeterF.)は,組織 とコ ミュニテ ィの
関係 について次 の よ うに述 べ ている。組織 は,現 在 の よ うな変化 の激 しい経
営環境 に対応 す るため に迅速 な意思決定 を必要 とされ,そ の意 思決定 は,時
には,コ ミュニテ ィに雇用 を依存 す る工 場の閉鎖で あった りす る。 そ して,
その ことは,コ ミュニテ ィに とって はア ンフェアで あ るため,組 織 の意 思決
定 とコ ミュニ テ ィの利 害 との間 で衝突 が起 こる。 しか し,組 織 の構成員 はコ
ミュニテ ィの一 員で あ り,組 織 は,コ ミュニ テ ィに根づ くことが必 要で ある
(Drucker,pp.48-51..)
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そこで,本 稿では,シ ア トルにおける事例 を中心 に,種 々の組織や個人の
支援関係を検討 してい くことによって,市 場経済社会 におけるコミュニティ
と組織 とのコンフリク トを解決する一つの方向性 を提案 したい。
量1.ミ ッシ ョンの意 味 と組 織 に とっ ての その価 値
マ ックス ・ヴェーバー(Weber,Max)は,『プロテスタ ンテ ィズムの倫理
と資本主義 の精神』のなかで,「〔「職業」を意味す る〕ドイツ語 の 「ベルー フ」
》Beruf《とい う語 の うちに,ま た同 じ意味 合 い を もつ英語 の 「コー リング」
》calling《とい う語 の うち に も一層 明瞭 に,あ る宗教 的 な一 神 か ら与 え ら
れた使 命(Aufgabe)とい う一 一観 念 が ともに こめ られ てい る」(Weber,P・
95)と述 べてい る。 ここでい う 「コー リング」には,「天職 」 とい う意味が あ
り,ま た,「 ミッシ ョン」(mission)は,「天職」,「使命」 とい う 「コー リン
グ」 と同様 の意 味 を もつ。
ヴェーバー に よれ ば,プ ロテスタ ン トのあ らゆ る教 派の中心的教 義が表 出
され てい る,こ の 「天職」 とい う概念 は,世 俗 的職 業 の内部 におけ る義務 の
遂行 を,お よそ道徳 的実践 の もち うる最高 の内容 として重要視 す るものであ
り,そ の必然 の結果 として,世 俗 的 日常労働 に宗教 的意義 を認 め る思想 を生
んだ。 これ は,カ トリックが修道士的禁欲 を世俗 的道徳 よ りも高 く考 える と
い う事 実 と対 照 をなす ものであ り,神 によろ こばれ る生活 を営むた めの手段
はた だ一 つ,各 人 の生活上 の地位 か ら生 じる世俗 内的義務 の遂行で あって,
これ こそ が神 か ら与 え られ た 「召命 」》Beruf《に ほか な らな い と考 え る
(Weber,PP・109,110)とい う。
近 年,企 業 による 「ミッシ ョンに基づ く経営」 が注 目を集 めてい るが,前
述 の ように,「 ミッシ ョン」とは各 自が 自任 してい る 「天職」で あ り,神 か ら
与 え られ た 「使命」 であ って,し か も 「誰 もが いずれか一つ の天職 に召 され
てい る」(Weber,p.127)ので あ るか ら,そ の とき どきで 自 ら 「ミッシ ョン」
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を変更 した りす る ことは,義 務 を放 棄す る ことにな る。
またs企 業 の場 合,「 ミッシ ョン」は,そ の企業 が 自 ら定 めた,社 会 に提供
す る価値 を実現 しよ うとす る意思,あ るい はス テイクホル ダーに対 して経営
者が社会 的貴任 を果 たす とい う意思表明 を示 す もので あ り,結 果的 にi企 業
の存在意義 ・事業 ・価値観 ・願 望 な どを示 してい る(ア ーサー ア ンダーセ ン,
pp.2,31,58)
したが って,企 業 の場合,そ の なかで多 くの人々が働 くわ けであ るが,一
つの組織 としての 「ミッシ ョン」 と,そ こで働 く従業員 ひ とりひ とりの 「ミ
ッシ ョン」が同 じ方向性 を もたない場合 やs組 織 が 「ミッシ ョン」 を掲 げて
いて も実際 にはそれ とは異 なった方 向で 自らの活動 を行 って いる場 合 は,そ
の企業 は長期 的 に社会 に受 け入れ られ る企業 にはな りえない。 その意味 で,
企業 は,「 ミッシ ョン」を明確 な もの に し,顧 客 や従業員,株 主,コ ミュニ テ
ィの ようなステイ クホルダー に対 して理 解 を もとめ,ス テイ クホルダー との
コラボレー シ ョンをめ ざす こ とが必 要で ある。 また,そ れ を通 じて企業 は,
社会 との信頼 関係 を築 いてい くこ とが可能 になる。企 業 に とって,「ミッシ ョ
ン」に基 づいたマ ネジメ ン トの価値 は,「 ミッシ ョン」を通 じて社会 との コ ミ
ュニケー シ ョンをはか り,信 頼 を得,長 期 的利益 の獲 得のた めの戦略 を確立
す るこ とにあ る。
川.非 営利組織 の ミッシ ョンマネ ジメン トと企 業の支援活動
上述 の よ うに,営 利企業 に とって 「ミッシ ョン」 の果 たす役割 は重要 で あ
るが,非 営利組織 の場 合 は,非 営利組織 が個人 の意思(ミ ッシ ョン)を 社会
的 な力 にす る仕組 みで ある(山 岡3p.39)とい う本質的 な理 由か ら,「ミッシ
ョン」とは よ り密接 な関係 にあ る。 しか し,当 初,非 営利組織 においてs「 ミ
ッシ ョン」 に基 づ く 「マ ネジメ ン ト」 とい う概念 は存在 しなか った。米国 の
場合,ガ ールスカ ウ トや救世軍 が 「マネジメ ン ト」 や 「マーケテ ィング」志
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向の経営手法 を取 り入れ た こ とに よって大 きな成功 をお さめ,非 営利組織 に
おける 「マネジメ ン ト」 の重要性 が注 目され るようにな った。 しか も,む し
ろ営利企業 とは異 な り,売 上 げ ・利潤 といった明確 な達 成指標 が ない こ とが
多 い非営利組織 の場合 に こそ,ミ ッシ ョンマネジメ ン トの考 えを用 いた組織
運営 を行 ってい く必要性 が高 い と考 えられ るようにな ってい る(ア ーサーア
ンダーセ ンip.57)。
ここで米国 にお けるオーケス トラの例 を通 じて,非 営利組織 の ミッシ ョン
マネジメ ン トを考察 す る。
米 国で は,1960年代半 ばか ら1980年代半 ばに,舞 台芸術 の組織数,寄 付額,
1}
観 客数 が 急増 した。1965年に58であ った米 国 にお け るオー ケ ス トラ数 は,
2)
1,000以上 にな ってい る。また,1987年まで には,舞 台芸術 のチケ ッ トの売上
げが スポー ツ ・イベ ン トの売上 げ を超 え,1955年に1,500万ドルであ った芸術
分野へ の寄付が,1990年には,5億 ドル にのぼった。 しか し,こ の ような状 況
は長 くは続 かなか った。1991年には,オ ーケス トラの年 間赤字 は2,320万ドル
にな りy2000年まで には,6,000万ドル を超 えるであ ろう といわれてい る。多
くの芸術分野 の組織 が,多 額 の資金 を要す る作 品 を提供 す るようにな り,ま
た,管 理部 門の スタ ッフの数 を増加 させ,よ り多 くの観客 を収容 で きる新 し
い施 設 を建 設 した こ とは,こ れ らの大 きな赤字 を生 んだ。 さ らに,オ ー ケス
トラ側 の,「観 客 も寄付 も継続的 に成長す る」とい う楽観 的 な観測,お よび観
客数や年間 チケ ッ ト購入者 の減 少 も経営状況 の悪化 に拍車 をかけた。
この財政危機 に際 し,多 くのオー ケス トラは,1993年半 ば まで に,コ ミュ
ニテ ィへの ミッシ ョンを確立 し,コ ミュニテ ィ との関 わ りを深 め るようにな
った。例 えば,出 先活動,教 育活動 な どを熱心 に行 うようになったのであ る。
そ して,ど れ だけ コ ミュニテ ィに対 して奉仕 で きるかが その組織 の活動 の成
功 に大 き く影響 を及 ぼす傾 向がみ られ るよ うになった。
では,こ こでの 「ミッシ ョン」の役割 とは どの ような ものであ ろ うか。 「ミ
ッシ ョン ・ステイ トメン ト」 は,そ の組織 に よって追求 され る資質 と達成 レ
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ベ ル,そ して種々 のステイ クホルダ,__.への 目的 を もった関与 を示 してい る。
各組織 メ ンバ0は,ミ ッシ ョンを理解 し,支 持 す る ことが必要 であ る。 その
結果,組 織 は,人 々 を まとめ,共 通 の 目的へ そのエ ネル ギー を振 り向 けるた
めに ミッシ ョンのパ ワー を利 用す る ことが で きる。非営利 の芸術組織 は,自
分 た ちの 目的 に基 づ き,「 ミッシ ョン・ステイ トメ ン ト」 を確立 す る ことに よ
って観客 数 を増 大 させ るこ とに成功 すれ ば,助 成金 を得 るた めに必要 な手 間
のかか るプ ロポーザル を書 く必要が な くな り,ま た,財 団や企業か らの寄付
を得 るための努力 をす る必 要が な くな る。 そ して結果的 に,よ り観 客 との コ
ミュニ ケー シ ョンに力点 をお くことがで きるよ うにな る。
次 に,米 国 ワシ ン トン州 シア トルの シア トル ・シ ンフ ォニ0の 事例 を検討
3)
す るこ とによって,ミ ッシ ョンマネ ジメ ン トの実態 を明 らか に したい。 シア
トル ・シンフォニー はs1903年に設 立 され た,北 西太平洋岸 で最 も古 い主要
な文 化機関 であ る。年間,100以上の コンサー トを行 い,23万人以上 の人 々が
それ に参加 してい る。「ミッシ ョン ・ステイ トメ ン ト」 は,「音楽 を通 じて コ
ミュニテ ィに奉仕 す る」 とい うものであ り,コ ミュニ テ ィの音楽教育 に貢献
す るこ とを強調 してい る。1995-96年の シーズ ンには,3万 人以上 の生徒が教
育 プログラムに参加 した。 この教育 プログラム では,生 徒 をコンサー トに招
待 した り,作 曲のた めの ワー クシ ョップを実施 した りしてい る。 また,一 般
の観客 向 けには,コ ンサー ト当 日,そ の 日の曲や作 曲家 についての レクチ ャ
ー を行 ってい る。 さ らに,オ ー ケス トラのメ ンバ,__..が音楽教育 のた めに地域
の学校 の教室 を定期 的 に訪 問 している。 この ように,若 い世代 への音 楽教 育
への貢献活 動 な どを通 じて,長 期 的視野 にた った非営利組織 としてのマー ケ
テ ィングを行 っている。
財政状況 について は,SeattleSymphonyAnnualReport1.995-96Season
によ る と,1995-96年の シ0ズ ンには,年 間 チケ ッ トの購i入者 は減 少 した もの
の単発 のチ ケ ッ トの売上 げが増加 し,寄付額 も増大 した。収入 の うち,約60%
が個人 か らの寄付で ある。一方,助 成金,企 業 か らのスポ ンサー シ ップ,ス
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ペ シャル ・プ ロジェク トの合計 は28%にす ぎない。
地域 の企業 か らの支援 につ いては,シ ア トル ・シンフォニーの場合・ ボ.._..
イ ングが支援 の リー ダー的存在 となってい る。 ボーイ ングは,コ ミュニテ ィ
への貢献 活動 を,企 業市民 としての行動 の長 い伝 統 と強 い関与の一部 分 と考
えてい る。 つ ま り,ボ ーイ ングの社員が働 き,生 活 をす るすべての地域 で こ
の よ うな活動 に対 し積極 的 な役割 を果 たすべ きだ とい う信念 を もち,シ ア ト
4)
ル ・シンフォニーへ も長期的視点 にた った関与 を行 って いる。 ボーイ ングの
「将来 にわた る ミッシ ョン」(Long-RangeMission)は,「品質 収 益性,成
長 に関 して世界 で第 一位 の企 業の中で,ナ ンバ ー ワンの航空機製造企業 にな
るこ と」であ り,こ の ミッシ ョンに基づ いた基本的 目標(FundamentalGoal)
は,「顧客,従 業 員,コ ミュニ テ ィの満足 に よって評価 され る品質 の追求」,
お よび 「長期 にわた って株 主への価値 を増 加 させ る ことに よって評価 され る
らラ
収益性 と成長 の追求 」 として いる。 シア トル ・シンフォニーへの支援活動 も・
この ような目標 にのっ とった行動 とい える。
シア トル ・シンフ ォニーへ の支援 として は,ボ ー イ ングに続 いて,シ ー フ
ァー ス ト ・バ ンクが第2位 の地位 を占めてお り,地 域 の高校 での家族 コンサ
ー トへの後援 な どを行 ってい る。 マイ クロ ソフ トは,マ ッチ ング ・プ ログラ
ム を有 しているが,「我 が社 は世界企業 で あるので,シ ア トル とい う一地域 の
オー ケス トラの活動 に特別 の支援 をす る ことは しない」 とい うことで,第20
位 となってい る。 ス ターバ ックス は,企 業戦 略の観点か ら,コ ー ヒー豆 の生
産地へ の貢献 を重視 して いるた め,シ ア トル ・シンフォニーへの支援 は少 な
い。 その他,デ ル タ ・エ アライ ンは,ボ ラ ンテ ィア による貢献 な どを行 って
い る。
なお,シ ア トル ・シンフォニー は,企 業 に対 して,種 々 のスポ ンサ ーシ ッ
プ ・パ ッケー ジを提供 してい る。企業 は予算や 自社 のマーケテ ィング戦略 に
ゆ
照 ら し合 わ せ て,以 下 の よ う な パ ッ ケ ー ジ を選 択 す る こ とが で き る。
・単 発 お よ び シ リー ズ コ ン サ ー トへ の 支r一 万 ドル ～10万 ドル 以 上
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・音楽教育 への支援 一5 ,000ドル～2万 ドル
・技術 面へ の支援 一 一1万5 ,000ドル
・出版部 門への支援一一1万 ドル～2万 ドル以 上
・特別 イベ ン ト(大 晦 日コンサー トお よび夕食 な ど)
・その他:シ ア トル ・シン フォニ ー とのゴル フ
企業 の顧 客 用チケ ッ ト・デ ィスカ ウン ト(20%まで)な ど
また,ス ポ ンサー シ ップ を通 じて企業 が得 られ る価値 として は,次 の よ う
の
な こ とがあ げ られ る。
1)支 援 す る組織 の もつ イメー ジが企業 のイメー ジを規定 し,高 め,修 正
す る。
2)し ば しばパ ブ リシテ ィ0効 果 や多 くの広報活動 の機会 を得 るこ とがで
き,そ の結果,広 告費や販 売促進費 な どを節約す る ことが可能。
3)コ ンサー トの観 客 をは じめ,オ ーケス トラのス タ ッフ,理 事,寄 付提
供者へ接近す る機会 を得 る。
4)寄 付が課 税控除 の対象 とな る。
で は,ス ポンサー シ ップ を得 るため に,音 楽分野 の非 営利 組織 は どの よう
な点 で強 み を もち,そ れ をア ピールす る必要 があ るのだ ろ うか。音楽分野 の
非営利組織 が もたな けれ ばな らない強 みお よび留意点 として は,次 の ような
ことが あげ られ る。
1)芸 術 の もつ感動,美 しさ,高 級感,お よび地域 に根 ざ した親 しみやす
さを有 す る とい う組織 イメー ジを もつ。 そのため には,コ ンサ ー トを社
交場 としての機能 もかね そなえた ものに した り,昼 休 み に無料 コ ンサ ー
トを開 いた り,子 供 た ちへ音楽 指導 を行 うな どに よって,人 々 に とって
身近 な存在 とな る。
2)よ り多 くの人 々 にその存在 を認識 させ,強 いブラ ン ドを創造 す る。例
えば,ラ ジオ局 との提携,昼 休 みの無料 コンサー ト,子 供た ちへ の音楽
指導 有名演奏家 を招 いての コンサ.___ト,新聞 の コンサー ト批評,低 く
ミッションに基づくコミュニティ・マネジメントに関する一考察275
抑 え られたチ ケ ッ ト価格,バ ラエテ ィーに富 む シ リーズ ・コンサー トの
提供 な どが有効 な方策 であ る。
3)コ ミュニテ ィをよ り住 みやす く働 きやすい ところにす るために貢献 す
る組織 で ある とい うことを強調 し,地 元 の企業 の賛 同 を得 る。 つ ま りs
音 楽の場 合 は,生 活 をよ り充実 した もの とした り,生 活 レベルの向上 に
貢献 した り,子 供 たち に とって よい音 楽環境 を創造 した りす る といった
点 を強調 す るよ うな戦 略 を とる ことが必要 であ る。
4)多 くの観 客 を もつ オーケス トラへの支援 は,企 業 に とって は将 来の大
きな顧客 グループ を得 るような もので ある とい う点 をア ピールす る。 シ
ア トル ・シンフォニーの場 合,多 額 の寄付 を してい る個人寄付者 が多 い
ので あるが,企 業か らの寄付 としては,ボ ーイ ングを除 けば,金 融機 関
か らの寄付が多 い。
5)地 域 の組織 であ るか,全 国,あ るいは国際的 な組織で あ るか とい うこ
とで支援 を依頼 す る企業 を選定す る。 シア トル ・シンフォニーの場合 は,
地域 を重視す る と同時 に国際的 な活動 も行 ってい るた め,地 域 の企 業お
よびボーイ ングや航空会社 な ど世界 的 な活 動 を行 っている企業 に とって
も魅力的 な支援対 象 とい える。
6)よ く知 られ,カ リスマ的存在 の リーダーがメデ ィアの役割 を果 たす。
シア トル ・シンフォニーの音楽 デ ィレクターで あ り,指 揮者 で もあるシ
ュワルツ(Schwarz,Gerard)は,毎年夏 に,東 急文化村 の音楽 デ ィレ
クター を務 めてい る ことか ら,日 本で もよ く知 られ てい る。彼 は,社 交
的で あるた め,彼 を囲 んでのパ ーテ ィー も企画 されてい る。
この ように,非 営利組織 お よびそれ を支援 す る企業 もそれぞれの ミッシ
ョンに基づ きコ ミュニテ ィとの コ ミュニケ ー ションをはか ってい るが,同 時
に,そ れぞれの組織 としての社会的,経 済的責任 も果 た してい る。
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iv.個 人 の ミッ シ ョ ン
ドラッカーによれば,中 世の社会 は,互 いに競い合 う独立 した数百にのぼ
る政治的中心地か らなる多元社会であった。 しか し,そ の後,王,さ らには
国家が,そ れ ら無数のパ ワーセンターを征服 し,19世紀半ばには,米 国を除
き,あらゆる先進国において中央集権国家が完全な勝利 をおさめ,600年近 く
もの間,多 元主義が廃止されていた。 しか し,こ の50年間に組織社会におけ
る知識が ます ます専門化することによって,単 一 目的の専門化 した組織が無
数 に存在することにな り,社会の多元化がすすんでいる。 ここで,問 題 とな
るのが,誰 が共同の利益の面倒 をみるか,誰 が共同の利益を規定す るか,誰
が多元社会の諸々の組織の間で しばしば対立関係に陥る目的や価値 のバ ラン
スをはか るか,誰 が トレー ドオフにかかわる意思決定を行 い,何 をもってそ
れ らの意思決定の基準 とするか とい う点である(Drucker,PP.64-67)。つ ま
り,今 日の組織社会 と資本主義 は,企 業間の競争をますます激化 させ,世 界
的な企業合併 ラッシュによ りグローバル企業 をさらに巨大化させる傾向を推
進 している。 しか し,そ の巨大化 した企業が利益 を企業内に蓄積す ることに
専心 し,社 会的費用 をほかに押 しつけることになれば,コ ミュニティや社会
はどうなるのか。 したがって,多 元社会 においては,独 立 した組織の経済的
能力 をコ ミュニティや社会か らのニーズにどのように結び付けるか というこ
とが重要になる。
g}
こ こ で ・ 一 つ の 事 例 を 提 示 す る。PaulBrainerdがシ ア トル に 創 設 し た
AldusCorp.は,ディ ス ク トッ プ ・パ ブ リ ッ シ ン グ 用 の ソ フ トウ ェ ア ,「ペ ー
ジ メ ー カ0」 で 成 功 した 企 業 で あ る。3年 前,Brainerdは,AldusをAdobe
Systemsへ52億5,000万ドル で 売 却 し,巨 額 の 富 を 得 た 。彼 は,コ ミ ュ ニ テ ィ
へ の 責 任 が あ る と い う考 え か ら,得 た 富 を コ ミ ュ ニ テ ィへ 還 元 す る こ とに し
た 。 そ こ で,SocialVenturePartners(SVP)とい う財 団 を創 り,フ ィ ラ ン
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ソロ ピー活動 を始 めた。SVPに は,マ イクロ ソフ トな ど地域 のハ イテ ク分野
の企業 で働 き,若 くして富 を得たサ イバ ー リッチ(cyber-rich)と呼 ばれ る
人 々が メ ンバー として加わ った。彼 らの多 くは,仕 事 にほ とん どの時 間 を費
やす毎 日の生活 の中で,仕 事 と仕事以外 の生活 の選択 に迫 られ,手 に した富
を他 の人々 と分 かち合 う生活 を選択 した人々で ある。
しか し,SVPは,た だ単 に,種 々の組織 に寄付 をす るので はない。候補 の
組織 に何度 も足 を運 び,説 明 を聞 き,メ ンバ ーの間で何 時間 も討論 した後 に,
「投資先 」を決 め る。 さらに,ベ ンチ ャー キャピタルが,彼 らの投 資 を成功 さ
せ るた めに投資先 のベ ンチ ャー企 業への ア ドバ イスを積極的 に行 うの と同様
に,SVPも 会計や広報 な どメンバ ーの専 門知識 を活 用 してi投 資先組織 への
積極 的な関与 を行 ってい る。また,Brainerdは,彼の意 思 を継 ぎたい と考 え
る人々 を教育 し,導 くことが彼 の 「ミッシ ョン」で ある と考 えている とい う。
この ように,資 金力 や高度 な知識 を もつハ イテク分野 出身 の若 きフィラ ン
ソロピス トたちが,獲 得 した富や知識 を コ ミュニテ ィに還元 し,コ ミュニテ
ィのニー ズに応 えてい くとい う活動 は,訪 れつつあ る新 しい多元 主義 の社会
にお いて組 織 のニ ーズ とコ ミュニテ ィお よび社会 のニー ズの間の摩擦 を解消
す る一 つの有効 な方策 とい える。
V.結 論
歴史学者のアーサー ・シュレジンガー ・ジュニアは,「市場経済は常に社会
の革新 を求めてお り,そ れゆえに社会を混乱させ,不 安定要因 ともなるため,
経済のグローバル化 による市場経済の浸透で,す べての問題が解決できると
考えるのは幻想である。教育,福 祉,社 会基盤,犯 罪対策な ど,市場が解決
で きない問題は多い。政府が社会 を安定させ,人 々を保護 しなければならな
いが,政 府の管理能力 は次第に失われてい くため,政 府の上に存在す る何 ら
かの機構が必要 となる」(『日本経済新聞』)と述べている。 この政府の上 に管
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理能 力の ある機構 を創 る とい う提 案 は,多 元化 する組織社会 をた ばね るパ ワ
0セ ンター をお くとい う意味 で
,こ れ までの中央集権 社会的 な発想 の延 長 と
いえ る。 あ るい は,欧 州連 合(EC)に み られ るような,ブ ロ ック化 を推 し進
める方策で あ る。
一 方,前 述 の米国 ワ シン トン州 シア トルの事例 にみ られ るような企業,非
営利 組織,市 民(個 人)の コ ミュニテ ィとの関わ り方が示 す もの は,「能力 や
富の循環」 の発想 であ る。 コ ミュニ テ ィや社会 のニーズ を非 営利組織 が受 け
とめ,そ こに企業が得た知識 や能力 や富 を供給 し,あ るい は,直 接,企 業 が
その提供 す るサー ビス を通 じて社会 に貢献 す る。 また,個 人(市 民)が 仕事
を通 じて得 た知識や能力 や富 をコ ミュニ テ ィに還元 す る。 コ ミュニ テ ィは,
そのニーズ を満た し,企 業や個人 は,コ ミュニ テ ィや社会 の一員 として責任
を果 たす ことによって,自 信 と誇 りを得 る。
この循環 の システム を機能 させ てい るのが 「ミッシ ョン」で ある。企業,
非 営利組織,そ して個々人 がそれぞれ社 会 との関わ りのなかで「ミッシ ョン」
を もち,そ れ を実現 す るた めに活動 してい る。 その意味で,今 後,ま す ます
激 しい競争 が くり広 げ られ るで あろ うy市場経 済社会 にお いてy「ミッシ ョン」
に基 づ いて コ ミュニ テ ィ との コ ミュニケ ーシ ョンをマネ ジメ ン トし,さ らに
そ こにコラボレー シ ョンを創造 してい くとい うシス テム は有効性 を増 す と考
え られ る。
注
1)米 国 の 芸 術 分 野 の 非 営 利 組 織 の 状 況 に 関 し て は ,Scheff,Joanne&Kotler
Philip,"CrisisintheArts:TheMarketingResponse"
,CaliforniaManage-
mentReview,Vol.39,No.1,Fall1996を参 照 し た 。
2)コ ミ ュ ニ テ ィ ・オ ー ケ ス トラ の 数 を含 ん で い る。 数 字 に 関 し て は,1996年 の
状 況 で あ る。
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3)シ ア トル ・シ ン フ ォニ ー の 活 動 に 関 す る情 報 は,シ ア トル ・シ ン フ ォ ニ ー の
マ ー ケ テ ィ ン グ 担 当 者 お よ び フ ァ ン ド ・レ イ ジ ン グ 担 当 者 へ の イ ン タ ビ ュ ー,
お よ びSeattleSymphonyAnnualReport1995-1996Seasonに基 づ く。
4)シ ア トル ・シ ン フ ォ ニ ー の 雑 誌Encore,VoL16No.5,1997,p,16参照 。
5)ボ ー イ ン グ の ミ ッ シ ョ ン,目 標 に 関 し て は,米 国 ボ ー イ ン グ 本 社 で の イ ン タ
ビ ュ ー に 基 づ く。
6)ス ポ ンサ ー 企 業 用SeattleSymphonyCorporateSponsorshipOpportu-
nities(1997年版)よ り。
7)音 楽 分 野 の 非 営 利 組 織 に お け る ス ポ ン サ ー シ ッ プ と支 援 企 業 に つ い て は,
SeattleSymphonyOrchestraMarketingPlanfor1996-97and1997-98,お
よ び マ ー ケ テ ィ ン グ/コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ 担 当 デ ィ レ ク タ ー へ の イ ン タ ビ
ュ ー 内 容 を参 照 し た 。
8)SocialVenturePartnersにつ い て は,TheSeattleTimes,Apri112,1998を
参 照 し た 。
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